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神大農研報 (Sci.Rept. Fac. Agr. Kobe Univ.) 13: 75-80. 1978 

ウメ無花粉品種の結実要因に関する研究

1.訪花昆虫の飛来と結実について

中西テツ*・一井隆夫*

(閉和52年8月10日受理〉

THE FACTORS AFFECTING FRUIT SET IN POLLEN-LESS 

VARIETY OF JAPANESE APRICOT 

III. The Frequencies of Insects Visiting Flowers and Fruit Set 

Tetsu NAKANISHI and Takao ICH11 

Abstract 

The commercial varieties in ]apanese apricot consist of pollen網lessand self -incompatible varieties. Therefore， 

cross pollination is essential to fruit set， which is accomplished mainly by bees. 

The frequencies with which bees visit the flowers of the pollen-less and pollen-bearing varieties were observed 

in the low and high yielding orchards. Many honey bees visited to the flowers of the high yielding orchard 

0N) as compared with the low yielding orchards (K andわ. Honey bees visited less frequently the flowers of the 

pollen-less varieties (Gyokuei in K and 1， and Gyokuei and Gojiro in W) than those of the pol1en-bearing ones. 

The number of bees visiting the flowers was related to the percent of pollinated flowers with the pollen-less 

varieties and to the amounts of pollen on the stigma with the pollen-bearing varieties. 

Honey bees and horseflies (Eristalis carealis F ABRICIUS) were compared for the pollination. About 1200 

horseflies were released in each three orchards and 7 or 10 colonies of honey bees were kept in two orchards. 

Honey bees brought large quantities of pollen on the stigma with two orchards and horseflies with one orchard. 

Horseflies also worked in the breeding box effectively to transfer the pol1en from a pol1inizing variety， Rinshu 

to the pollen-less variety Gyokuei. 

緒 雷

ウメの受粉はミツバチ，アプ類など訪桔昆虫によって

媒介される。ウメの結実が年どとの気象条件に支配され

やすい原因の 1つには，開花期の受粉，受精が訪花昆虫

の活動状態に影響を受けやすいことがあげられる。渡辺

らは，ウメにおいて訪花昆虫の活動は，天候，気温，風

など開花中の気象条件に大きな影響者受け，開花期間中

150C以上の日数の出現率は結実と高い相関を示すこと

を報告している1)。近年野外に槙息する昆虫は著しく減

少し，果樹類の受粉にはミツパチを導入しその対策を計

っている。リンゴ，ナシではコパチ，アプ類の野性昆虫

の利用について2)研究が進められているが，中でもジマ

ハナアフ'は人工増殖が成功しめ， 利用が可能となった。

シマハナアフ・の活動開始温度は1l0C付近にあると言わ

e果樹闘芸学研究室

れ，帰巣性はないが，花粉を摂食する性質を持ち，特に

ミツバチより低温で活動することから，ウメにおいても

その利用効果が検討されている4.5)。

本報はウメの結実傾向とその受粉状態が，園および品

種により異なる6，7>ことについて，訪花毘虫の飛来状況

の角度から検討を進め，またウメにおけるシマハナアプ

の放飼効果および無花粉品種に対する受粉効果について

若干の観察を行なったものである。

材料および方法

1. 訪花昆虫の飛来状況の観察

前報6，7)に示した兵賭県内のK，1園および和歌山県

のW園の調査各区者対象に1975年はK閤.1976年はK.

I.W園において， ミツバチおよび他の昆虫の飛来状況

を観察した。観察は各閣の主品種の満開期間中，日時を

変えて2-3回行ない 1樹ごとの訪花昆虫数と観察時
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刻を記録した。観察に要した時聞は 1樹当り 1分内外で

あった。 1975年K闘には 24ha中3ケ所に合計50群のミ

ツバチが導入され， 1976年はI園 16ha中2ケ所に合計

30群が導入されたが， K園では入れられていなかった。

W闘は 15a中に 1群のニホンミツパチを飼育していた。

2. シマハナアブ放飼の概況

1976年徳島県神山町において，徳島果誌上板分場によ

ってシマハナアプのウメに対する利用効果試験が実施さ

れ，その際設定された試験区の一部を利用して，シマハ

ナアプの受粉効果を調査した。試験区はシマハナアプ区

3闘， ミツバナ区2園であった。各園はいすれも15--20

年生の成木闘で主品種に鷲宿，受粉樹に林州，小梅が栽

植され，混植割合は2.2--4.6割であった。シマハナアプ

は10a当り約1200頭が放飼され， ミツバチは7--10群導

入された。各国より鷺宿1--2樹を選び，開花期に不完

全花の発生を調査し，満開一週間後に5076ずつを採取し

て，前報に述べた方法により，受粉状態を調奇した。ま

た5月中旬に結実傾向を調査した。

3. 無花粉品種に対するシマハナアブの受粉効果

無花粉品種に対する受粉効果を検討するために，室内

で鋪から羽佑してくる成虫を用いて観察を行なった。ま

ずシマハナアプをカンレイシャで側面をおおった飼育箱

内で，蛮および水を与えて飼育し，数日後数種の果樹花

粉を与えてその摂取状態を観察した。

次に飼育箱 (20x 30 x 30cm)内に開花直後のウメの花

36花を並べ，無花粉品種玉英と受粉樹品種林州の花の割

合を0:1， 1 1， 3 1， 81に配置した。 1

1区は両品種を一花ずつ交互に配置する区と2分して配

置する区を設け，これら合計5区にシマハナアブ守を放自己j

し，その受粉効果を観察した。 1区当り 3顕を基準に約

2時間放飼し 3回反復した。しかしアプの訪花にはバ

ラツキがあったため，放飼後10分毎に訪花中の頭数を記

録し，訪花の少ない区に対してはあらたにアプを補充し

て，観察時間内の総訪花数(10分毎の訪花頭数の合計〉

をほぼ30頭にした。なお，放飼中の実験室内の気温は20

士20Cで，飼育箱には直射日光があたるようにした。放

飼 1日後に花の雌芯を採取し，前報7)の方法で受粉状態

を観察した。

結果および考察

1. 訪花昆虫の飛来状況

第l表に1975年のK園，第2表に1976年のK園およぴ

I園の観察結果を示した。 1975年K閣の無花粉品種玉英

にはA，BおよびE区で3回の観察の結果 1区当り合

計12--15匹のミツバチが認められたが， C， D区におい

ては1--2匹であった。各区の 1樹当りの平均飛来数は

0.3匹で，最も多い区で0.5匹であった。受粉樹の林州に

は合計7--60Vf!が認められ 1樹当り平均0.7--6.7pgで

あった。 1樹に観察された訪花数の最高は玉英2ilG，林

州5阻であった。 A--E区のうちミツバチ巣箱に最も近

かったのはD区(約30m)で，最も離れていたのはA区

〈約200m)であったが， ミツパチの飛来数との関係は見

られなかった。

1976年， K園はミツバチが導入されていなかった。 K

閣の玉英では， 3回の観察のうち，第 1回目および3回

目には昆虫の訪花がほとんど認められなかった。3r:英の

1樹当りのミツバチの飛来数は0--0.4匹で，林州は平

均1.7--2.5匹であった。ミツバチ以外の訪花毘虫は主

としてオオクロパエであった。 I闘では玉英に l樹当り

平均0.7似，林州、iに7.8匹の飛来が見られ， K閥より多

第1表 K闘のミツバチの訪花状況 1975年

品種

観察樹数

A 区 B 区 C 区 D 区 E 区

玉英林州 玉英林州 玉英林州 玉英林州 玉英林州
16 3 10 3 10 3 11 3 9 3 

総飛来数

第 1回目 13 

第2回目 1 

第3回目 1 

一樹の平均飛来数 0.3
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注:観察開始時刻と気象条件 A区 B区 C区 D区 E区
第1回目 3月15日 13 : 30 12: 05 14: 35 11: 15 11: 40 
第2回目 3月16日 11 : 15 10: 05 10: 35 9: 35 9: 05 
第3回目 3月16日 13 : 20 12: 25 13: 00 12: 05 11: 45 

天候 3月15，16日晴れ，風1-2m，最高気温 150C
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第2表 K. 1闘における訪花昆虫の飛来状況 1976年

K 閤 I 
品 種 一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一

G 区 H 区

調査樹数 玉8英林2州玉8英林2仲|

第1回目 O O O O 

総ミツ飛バ来チ数の 第2回目 9 13 10 

第3回目 O 3 O 

一樹の平均飛来数 0.4 2.7 O 

第1回目 O 1 O 

その総の他飛来の昆数虫本 第2岡田 1 O 。
第3回目 O O O 

*主としてオオクロパエ

注:観察開始時刻と気象条件

G区 H区 I区;
第 1回目 14: 25 10: 13 10: 37 

O 

1.7 

O 

1 

O 

I 区 A 区 B 区 C 区

玉8英林2州 玉4英林1仲!玉4英林1州五4英林1州

O 

4 

O 

0.2 

O 

1 

O 

O 4 O 7 1 

15 3 7 7 18 

O O O l 16 

2.5 0.6 2.3 1.3 11.7 

O O O O O 

O 1 O 。O 
O O O O O 

A区 B区 Clぎ
第 1回目 14: 35 15: 50 16: 02 

2 11 

2 14 

O 13 

0.3 9.4 

1 O 

l O 

O O 

3月13日晴れ気温 140C 阿の風0-lm 3月17日雲り気温 17.50C 風 Om

第 2回目 10: 40 10: 20 10: 10 第2回目 13: 00 13: 15 13: 30 

3月16日晴れ気温 130C 風 Om 3月18日薄謹り気温 200C南西の風2.9-3.2m

第3回目 14: 10 14: 28 14: 37 第3回目 15: 00 15: 15 15: 35 

3月18日薄饗り気温170C南の風3.5-4m 3月18H 翠り気温 160C 闘の風 1.2-1.6m

い傾向であった。以上の結果.K閤 1闘では主として

ミツバチの訪桔が見られたが，飛来数は全体に少なく，

訪花は無花粉品種より受粉樹に多い傾向が認められた。

第3表にW闘における毘虫の訪花状況を示した。観察

品種のうち，背玉は満開すぎ，古城および玉英は3-5

分咲きであったが，他品種はほぼ満開期にあった。養育，

南高，鷺宿，地蔵には 1樹当り20-40四のミツバチの飛

来が認められたが，背ヨ三，薬師，改良内田ではやや少な

かった。 )fi城および玉英への飛来数は平均1.5ないし2.2

回で，他品種に比べきわめて少なかった。

これらの結果から， K. 1. W園の訪花毘虫の飛来状

態を比較すると，飛来数はW聞に多く.K閤およびI闘

に少ない傾向で，その差異は著しかった。他方各園とも

ミツバチの訪花数と品種聞に顕著な差が見られ，訪花は

有花粉品種に多く，無花粉品種に少ない傾向を示した。

しかし有花粉品種(受粉樹)への訪花数が多い場合には

無花粉品種への訪花数も相対的に増加する傾向が見られ

たことから，無m粉品種における昆虫の訪花数は，受粉

第3表 W閣における訪花昆虫の飛来状況 19761'13. 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一品 M一→一一時

品 種 背玉 古城* 薬師 改良内田 地蔵 f常宿 玉英* 養育 南高
一一一一一一一一一一一一一一一

ミツバチの訪花数

第1回目 3 6 1 3 1 16 8 6 1 24 26 22 127  

第2回目 16 15 14 1 1 4 21 9 11 36 17 35 1 1 1 

の1樹平の均他当数り の3 マム 1.5 12.3 6.8 25.8 28.5 2.2 

そ の毘虫の勧花数

第1回目 1 O O O O O 1 O O O 1 020  

第2岡田 O O 1 O O O O O O O O O 000  

開沼状態 満開すぎ 3分咲 満開 満開 9分咲 満開 5分咲
一一一一一一一回一一一一

本無花粉品種

注:1. 観察時 (2月28日〉の天候;繋りから雨，気温160C.南の風3-5m
2. 観察開始時刻;第 1回目9:00.第2回目10:30 

24 41 55 10 23 19 

27 15 12 17 33 26 

43.5 21.3 

2 2 3 1 1 1 

O 1 O 2 O O 

満開 満開
一一一一ー一一一一
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樹の割合や，圏内の昆虫の密度とも密接に関係すると思

われた。

岡田8)はミツバチの訪花する花を花粉糠および蜜源に

分類しているが，果樹類ではリンゴ，ナシ， ミカンなど

を蜜源とする一方，ウメは花粉源および補助蜜源として

分類している。また2---3月期はミツバチの群の建勢期

であると言われ，幼蜂の養育に多量の花粉を必要とする

ことが知られている9)。今回の観察中においてもミツバ

チは，花から祐へ移動する際に後足側部に花粉荷を作る

状態が見られた。花蜜の分泌状態は肉眼的には有花粉，

無花粉の品種聞で差異は見られなかったが，花に滞在す

る時聞は前者で長く，後者ではむしろ頻繁に移動した。

したがって， ミツバチの有花粉， 1m花粉品種への訪花数

の差異は，この時期のミツバチの活動習性とも関係する

ことが考えられた。

2. 訪花昆虫の飛来傾向と受粉・結実状態の関係

前報6，7) に報告したK，1， W闘の結実および受粉の

状態は次のようなものであった。すなわち， K園および

I閣の玉英の結実不良樹は受粉率が低く，受粉量が少な

い傾向で， W圏の同品種は受粉率が高く，受粉量も多く

結実が良好であった。受粉樹および有花粉品種はW園で

結実量が多く， K， 1圏で少ない傾向であったが，その

受粉状態は受粉率には大差がなく，受粉最の差異が大き

かった。無花粉品種について訪花傾向と受粉状態との関

係者みると， K， 1園では 1樹当りの平均飛来数は 0.2

---0.7匹で，受粉率は10%内外であった。 W閣では平均

1.5 - 2.2匹の飛来数で， 50-90%以上の受粉率を示し

た。

したがってこれらの関係から，無花粉品種においては

昆虫の飛来数の多少は花の受粉率と密接な関係にあるこ

とが明らかで，結実を左右する要悶になっているものと

考えられた。また受粉樹および有花粉品種についてみる

と， K， 1園は平均2.3-7.8匹の飛来に対し， W園は

6.8-43.5匹でその飛来数に大きな差が見られ，これら

の品種では飛来数の増加に伴って受粉量が増加する傾向

が認められた。受粉量の増加傾向は，花に対する飛来頻

度の増加に起因すると思われたが， W闘においては有花

粉品種が多いため，花粉源が豊富で媒介花粉量そのもの

も多いことが考えられた。

3. シマハナアプの受粉効果

調査園における主品種鷺慣と受粉樹林州および甲州最

小はいすれも有花粉品種で，鷺宿では26%の自家結実性

を示すことが知られている10)。各区の受粉状態を第 1図

に，結実状態を第4表に示した。シマハナアプ区および

ミツバチ区の受粉率はいすれも90%以上であった。受粉

$-1区 $-2区 $-3区

費粉状態の示し方

100 
区開 発芽花粉数
o 

2 1~10 未満

3 10~50 未満
4 50~100未満
5 100~200未満
6 200以上

区間1は未受粉花率を、
区間2~6は、受粉率を示す

第 1図 シマノ¥ナアフーとミツバチの受粉効果 1976年

S:シマハナアプ M:ミツバチ

量を区間5および6への分布状態で比較すると，シマノ¥

ナアプ区は2区が20%，1区が50%であるのに対し， ミ

ツバチ区はいすれも70-80%であった。結実率はミツバ

チ区とシマハナアフ*区の一部で高かった。

以上の結果から，シマハナアフ@はすくなくとも 1園に

おいては良好な結実をもたらし，その効果が認められ，

ミツバチでは安定した結実効果が示された。すでに鴬宿

は若千の自家結実性を示すことを述べたが，ジマハナア

プ区の 2区では受粉率が高いにもかかわらず，結実は低

い傾向であった。これはミツバチ閣の各区に比して，受

粉量が少ないことによるものと思われる。この有花粉品

第4表 シマハナアプ放飼試験区の不完全花の発生

および結実状況 1976年

放飼昆虫 区 不完全花率 結実率

1 2.8% 0.3% 

ジマノ¥ナアプ 2 4.1 3.0 

3 17.8 10.3 

1 5.6 11.2 

ミツパチ 2 8.9 15.2 

2 8.7 



ウメ無花粉品種の結実要因に関する研究車 79 

A区 8区 C院 D区 E区
た。 D.Eぽでは林州は他の区に比較し

林州 林外| 林州 林州 林州 て受粉率が高まり，受粉麗も増加する傾

向が見られた。しかし王英では林州の花

が繊少すると，受粉率では大差がなかっ

たが，受粉輔が減少する傾向であった。

玉英および林州の花に対する行動を見る

と，多くの場合林州に対しては滞在時間

が長く，花粉を摂取する状態が観察され

たが，玉英では頻繁に移動する状態が多

かった。しかし玉英においてもやや長く

滞産する場合が観察され，賓が摂取され

0: 1 1 : 1 1: 1 3 : 1 8: 1 ているように思われた。

機 務懇 綴 護憲 襲撃
以上の結果から，シマハナアプの受粉

効果は有花粉品種に対しては受粉率，受

粉最ともほぼ良好な結果が得られ，無花

花の配置 O玉英 -林州 粉品種においても受粉率は全体として高

第2図 シマハナアプの無花粉品種間玉英"に対する受粉効果 い傾向が見い出された。無花粉品種では

受粉状態の示し方は第1図に同じ

種における結実と受粉最の関係は前報7)のK，1， W閣

の諸品種における傾向と一致していた。このように受粉

麗が結実の良否に関係する理由の 1つには，受粉醸の増

加によって，異品種花粉の受粉の機会が相対的に高まる

こと，すなわち交雑受粉の頗度が高まることがあると考

えられた。

シマハナアプの放飼効果はすでに行成らのが鷺宿で，

宮原らのが紅サシを主品種とした園において，良好な結

果を得ている。ここでは2閣においてその効果が充分得

られなかったが，これらのほでは花の受粉轟が他の闘に

比較して，やや少ない傾向にあったことから，シマハナ

アプの閣における定着状閣や活動状態などが原因するこ

とも推測された。

4. 無花粉品種に対するシマハナアプの受粉効果

シマハナアブーを飼育し観察を行なった結果，讃および

水の摂取は多くの場合，羽佑約1日後に行なわれる傾向

が見られた。その後ウメ，ナシ，プドウおよびカンキツ

の花粉を与えたとζろ，どの種類もよく摂取された。

第2図に，シマハナアフ.の無花粉品種玉英と受粉樹林

州の花に対する受粉の効果を示した。林州のみのA区は

受粉率が70-80%で，受粉量は区間3-6にほぼ均等に

分布し，受粉置は個々の花によって輿なる傾向が見られ

た。玉英と林州を 1 1の割合とし，配列をかえたB区

およびC区では，林州はA区とほぼ同様な受粉状態を示

した。玉英は受粉率は約60%で高かったが，受粉離は区

間5-6への分布が少なく，林州より少ない傾向者示し

受粉樹の花の減少にともなって受粉量が

腕少する傾向が顕著であったが，その原

因は花粉源が制限されていたことに起因するものと考え

られた。これらの結果は飼育箱中の実験によるものであ

ったが，シマハナアプの無花粉品種に対する受粉効果の

一端が明らかになったものと思われた。
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摘 要

ウメにおける訪花昆虫の飛来状況を調査し，受粉，結

実との関係について検討した。またジマハナアフ.の受粉

効果について若干の調査と観察を行なった。

1. ミツバチの飛来数は結実良好園と不良国との聞に大

設が認められた。訪花数は無花粉品種に少なく，有花粉

品種(受粉樹〉に多い傾向があり，この傾向は結実良好，

不良園の両者に認められた。

2. 訪花傾向を受粉状況と対比すると，訪花数は無花粉

品種においては受粉率と有花粉品種では受粉麗と関連し

ていた。
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3. シマハナアフ'放飼区 (3園)， ミツバチ区 (2園)

において，結実は前者のうちの 1園と後者の2闘が良好

であった。これらの園の調査樹では受粉花粉量が多い傾

向が認められた。

4. 無花粉品種の花に受粉樹品種の花を配し，シマハナ

アプを放飼した結果，シマハナアプは無花粉品種に対し

でも受粉効果をもたらした。
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